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補正予算関係

各議案等審議結果

議案内容

区　　分 予算現額 補正額 補正後の金額

一般会計(承認第５号) 261億6,271万円 1億4,267万円 263億538万円 

区　　分 予算現額 補正額 補正後の金額

一般会計(議案第36号) 188億1,600万円 △5億7,859万円 182億3,741万円 

○境町行政組織設置条例の一部改正
　行政組織機構改革に伴い、政策統括部、産業政策部の新設、建設部の再編を行うため、境町行政
組織設置条例の一部を改正するものです。

○境町議会委員会条例の一部改正
　行政組織機構改革に伴い、常任委員会の所管組織の改正が行われたため、境町議会委員会条例の
一部を改正するものです。

○境町税条例の一部改正
　地方税法等の一部を改正する法律及び関係法令が公布、施行されたことに伴い、境町税条例の一
部を改正するものです。

○境町国民健康保険税条例の一部改正
　地方税法等の一部を改正する法律及び関係法令が公布、施行されたことに伴い、境町国民健康保
険税条例の一部を改正するものです。

○境町行政手続条例の一部改正
　 デジタル社会の形成を図るための規制改革を推進するためのデジタル社会形成基本法等の一部
を改正する法律による行政手続法の改正に伴い、聴聞や通知などの公示方法にインターネット等を
利用するため、境町行政手続条例の一部を改正するものです。

令和８年第１回臨時会
【４月27日（１日間の会期）全議案・原案可決】

令和７年度境町一般会計補正予算 

令和８年度境町一般会計補正予算

議案番号 議案名 議決年月日
議決結果

承認第６号
専決処分の承認を求めることについて
（境町行政組織設置条例の一部改正）

R８.４.27
即日原案承認

承認第７号
専決処分の承認を求めることについて
（境町議会委員会条例の一部改正）

R８.４.27
即日原案承認

承認第８号
専決処分の承認を求めることについて
（境町税条例の一部改正）

R８.４.27
即日原案承認

承認第９号
専決処分の承認を求めることについて
（境町国民健康保険税条例の一部改正）

R８.４.27
即日原案承認

議案第35号 境町行政手続条例の一部を改正する条例案について R８.４.27
即日原案可決
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補正予算関係

報　告

各議案等審議結果

区　　分 予算現額 補正額 補正後の金額

一般会計(議案第39号) 182億3,741万円 8,571万円 183億2,312万円

一般会計(議案第42号) 183億2,312万円 300万円 183億2,612万円

特別
会計

国民健康保険事業(議案第40号) 26億6,100万円 85万円 26億6,185万円

介護保険事業(議案第41号) 20億150万円 20万円 20億170万円

議案番号 議題名

報告第１号 令和７年度境町一般会計予算継続費繰越計算書について

報告第２号 令和７年度境町一般会計予算繰越明許費繰越計算書について

報告第３号 令和７年度境町一般会計予算事故繰越し繰越計算書について

報告第４号 令和７年度境町住宅事業特別会計予算繰越明許費繰越計算書について

報告第５号 令和７年度境町下水道事業会計予算繰越計算書について

令和８年第２回定例会
【６月８日～６月11日（４日間の会期）全議案・原案可決】 

令和８年度境町各種会計補正予算

議案番号 議案名 議決年月日
議決結果

承認
第10号

専決処分の承認を求めることについて
（和解及び損害賠償の額の決定について）

R８.６.８
即日原案承認

承認
第11号

専決処分の承認を求めることについて
（和解及び損害賠償の額の決定について）

R８.６.８
即日原案承認

議案
第37号

境町医療施設の指定管理者の指定を取り消し、新たに指定管理者を指定す
ることについて

R８.６.11
原案可決

議案
第38号

境の魅力ある食開発拠点施設の指定管理者の指定を取り消し、新たに指定
管理者を指定することについて

R８.６.11
原案可決

議案
第39号 令和８年度境町一般会計補正予算（第２号） R８.６.11

原案可決

議案
第40号 令和８年度境町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） R８.６.11

原案可決

議案
第41号 令和８年度境町介護保険事業特別会計補正予算（第１号） R８.６.11

原案可決

議案
第42号 令和８年度境町一般会計補正予算（第３号） R８.６.11

即日原案可決
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議席３番　　　

枝 史子 議員

議席10番

田山 文雄 議員

問	国が現在小６～高１相当の女子に対して接種
勧奨しているHPVワクチンは、副反応報告が他の
定期接種ワクチンと比べて明らかに多い。そのため、
対象者が接種するか否かを納得して決めるために
は、「有効性」「リスク」双方の情報が必須と考える。
これについて当町は、どのような情報提供を行って
いるのかを問う。

答	ＨＰＶワクチンは、子宮頸がんの予防効果が期
待される一方で、副反応について不安の声もあるこ
とから、接種に当たっては、効果とリスクの双方を
正しく理解した上で、本人や保護者が納得して判断
できることが重要であると考えております。
　そのため当町では、接種を一方的に勧奨するの
ではなく、また不安を過度に強調するのでもなく、
国が示す最新の知見に基づき、予防効果、副反応、
発生頻度、健康被害救済制度などについて、正確か
つ分かりやすい情報を提供しております。
　現在、対象者へ発送している個別通知にも、ワク
チンの有効性や副反応、健康被害救済制度などを
掲載し、必要な情報を十分にお伝えした上で、それ
ぞれのご家庭において適切に判断いただけるよう
努めております。	 （町長・町民生活部長)

問	厚労省は「HPVワクチンと接種者も子宮頸が
ん検診が必要」とすすめている。子宮頸がん検診の
受診率向上のために当町では、どのような取り組
みをしているのかを問う。

答	子宮頸がん検診については、保健センターで行
う集団検診と医療機関で行う個別検診を実施して
おり、受診機会の確保に努めております。また、20
歳の女性を対象に、無料で検診が受けられる「がん
検診総合支援事業」を実施しております。
	 	 （町民生活部長)

問	 SAFの原料となる使用済み食用油を回収して
供給体制を推進している自治体もあるが、当町に
おける考えを伺いたい。

答	 2050年ゼロカーボンシティ実現に向け、脱
炭素と資源循環を同時に進める有効な取り組みと
認識しております。現在、学校給食センターから
出る廃食油は専門業者に買い取りしていただいて
おります。
　継続的な運営体制の構築に向けて課題を整理し、
県内先進事例を参考にしながら、家庭系廃食油の
回収方法等について調査研究を進めてまいります。
（政策統括部長・危機管理部長・学校給食センター長)

問	当町における空き家の現状と対策についての
考えを伺いたい。

答	令和5年度の調査では町内の空き家は319件
で、前回比で114件減少しております。これま
で町では、寄付を受けた空き家を更地にし、子育
て世帯向け賃貸住宅へ建て替えたり、進出企業で
働く外国人材の住居に利活用したりしてまいりま
した。
　また、空き家に係る固定資産税が滞納されてい
る場合には、滞納処分による差し押さえや公売に
向けた手続きを進めてまいります。
　今後は所有者の「売りたい、貸したい」という
ニーズをすくい上げるため、民間の不動産業者と
相談・連携しながら「空き家バンク」等の仕組み
を検討してまいります。	（町長・政策統括部長)

HPVワクチンと子宮
頸がん検診について

脱炭素社会の取り
組みについて

空き家対策について

一 般 質 問

SAF(Sustainable Aviation Fuel)
持続可能な航空燃料

　SAFとは、｢持続可能のクライテリアを、満たす、
再生可能又は廃棄物を原料とするジェット燃料｣
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５
月
８
日
、
大
韓
民
国 
保
寧
（
ポ

リ
ョ
ン
）
市
役
所
に
て
、
境
町
と
大
韓

民
国 

忠
清
南
道 

保
寧
市
は
、
友
好
関

係
を
増
進
し
、
相
互
交
流
及
び
協
力
を

通
じ
て
、
両
都
市
の
共
同
繫
栄
と
住
民

福
祉
の
向
上
を
目
的
と
し
、
友
好
都
市

協
定
を
締
結
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、

保
寧
ム
ク
ゲ
樹
木
園
に
て
、
桜
の
記
念

植
樹
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
境
町
と
子
育
て
支
援
の

取
り
組
み
を
中
心
に
包
括
連
携
協
定
を

結
ん
で
い
る
、
株
式
会
社
ケ
イ
ジ
ェ
イ

シ
ー
代
表
取
締
役　

崔
鍾
植
（
チ
ェ

チ
ョ
ン
シ
ク
）
氏
の
出
身
地
で
あ
り
、

令
和
６
年
10
月
に
、
保
寧
市
に
よ
る
境

町
初
来
町
を
契
機
に
、
両
自
治
体
の
イ

ベ
ン
ト
を
通
じ
て
交
流
を
図
り
、
友
好

関
係
を
深
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
境
町
と
保
寧
市
と
の
交
流

を
深
化
し
、
国
際
交
流
の
推
進
を
協
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

５
月
26
日
、
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

ホ
ー
ル
Ａ
（
東
京
都
千
代
田
区
）
に
て
、

令
和
８
年
度
町
村
議
会
議
長
・
副
議
長

研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
約
２
，

０
０
０
名
の
町
村
議
会
議
長
・
副
議
長

等
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
は
、
①
一
般
財
団
法
人
地
域
活

性
化
セ
ン
タ
ー
理
事
長　

林
﨑　

理　

氏
か
ら
「
地
域
創
生
の
先
行
き
～
地
域

未
来
戦
略
と
と
も
に
～
」
に
つ
い
て
、

②
東
海
大
学
教
養
学
部
人
間
環
境
学
科

教
授　

万
城
目　

正
雄　

氏
か
ら
「
人

口
減
少
社
会
に
お
け
る
外
国
人
材
の
確

保
・
育
成
の
実
践
」
に
つ
い
て
、
③
京

都
女
子
大
学
学
長　

竹
安　

栄
子　

氏

か
ら
「
男
女
共
同
参
画
で
地
域
を
元
気

に
～
人
口
減
少
社
会
を
生
き
抜
く
方
策

～
」
に
つ
い
て
、
及
び
、
「
女
性
模
擬

議
会
の
取
組
～
町
制
施
行
69
年
の
空
白

を
経
て
、
女
性
議
員
の
誕
生
・
新
し
い

風
が
吹
く
町
へ
～
」
講
演
と
、
宮
城
県

蔵
王
町
議
会
議
員
が
登
壇
さ
れ
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
シ
ョ
ン
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。

大
韓
民
国 
忠
清
南
道 

保
寧
市
と

友
好
都
市
協
定
を
締
結

令
和
８
年
度

町
村
議
会
議
長
・
副
議
長
研
修
会

議 

会 

活 

動

　

町
村
議
会
が
果
た
す
べ
き
役
割
の
重

要
性
や
課
題
に
つ
い
て
お
話
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
の
議
会
活
動
に
つ
な
げ
て
ま
い

り
ま
す
。
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５
月
27
日
、
広
島
県
広
島
市
に
て
、

全
国
町
村
議
会
議
長
会
が
開
催
さ
れ
、

全
国
各
地
の
議
会
の
議
長
が
集
ま
り
、

地
域
課
題
へ
の
対
応
や
国
へ
の
要
望
事

項
な
ど
を
話
し
合
う
会
議
が
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
全
国
で
深
刻
化
す
る
議

員
の
な
り
手
不
足
の
解
消
に
向
け
た
取

り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
議
論
が
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。
女
性
や
若
者
の
議
会
へ

の
参
画
を
推
進
、
活
動
の
課
題
な
ど
を

共
有
で
き
る
よ
う
、
地
域
を
こ
え
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
す
る
こ
と
や
、

支
援
を
国
に
求
め
る
こ
と
な
ど
が
議
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
８
日
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
を
活
用
し

た
魅
力
的
な
移
住
・
定
住
促
進
住
宅
の

第
８
期
境
地
区
定
住
促
進
住
宅
（
集
合

住
宅　

ア
イ
レ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
な
の
は
な

館 

１
棟
20
戸
）
が
完
成
に
伴
い
、
内

覧
会
に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
移
住
者
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
環
境
と
、
人
口
増
加
及
び
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
移
住
定
住
政
策
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

６
月
15
日
、
町
が
整
備
を
進
め
て
き

た
「
地
域
産
業
研
究
開
発
拠
点
施
設
」

内
に
お
け
る
新
た
な
製
造
部
門
の
落
成

式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
が
お
こ
な
わ
れ
た
ほ
か
、
完
成

し
た
製
造
ラ
イ
ン
の
内
覧
会
も
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
に
よ
り
、
雇
用
の
創
出
と

地
域
経
済
の
活
性
化
、
今
後
の
発
展
に

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

６
月
21
日
、
利
根
川
堤
防
左
岸
（
境

町
本
船
町
地
先
）
に
て
、
二
市
一
町

（
古
河
市
・
坂
東
市
・
境
町
）
消
防
団

員
の
合
同
に
よ
る
水
防
演
習
が
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
演
習
は
、
河
川
の
洪
水
に
よ
る

水
害
を
防
ぎ
、
堤
防
保
全
の
た
め
の
水

防
工
法
の
錬
磨
を
目
的
と
し
実
施
さ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
後
も
、
近
隣
自
治
体
と
強
固
に
連

携
し
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

全
国
町
村
議
会
議
長
会

都
道
府
県
会
長
会

定
住
促
進
住
宅
ア
イ
レ
ッ
ト
ハ
ウ

ス
な
の
は
な
館　

内
覧
会

地
域
産
業
研
究
開
発
拠
点
施
設

受
託
製
造
部
門
新
設
落
成
式

二
市
一
町
合
同
水
防
演
習
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６
月
23
日
、
常
陸
太
田
市
官
民
連
携

複
合
施
設
の
説
明
会
及
び
内
覧
会
に
出

席
い
た
し
ま
し
た
。

　

内
覧
会
で
は
、
地
域
最
大
級
の
規
模

を
誇
る
書
店
「
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｙ
Ａ 

Ｂ
Ｏ

Ｏ
Ｋ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
常
陸
太
田
」
や
「
ス

タ
ー
バ
ッ
ク
ス
」
の
ほ
か
、
市
民
が
自

由
に
利
用
で
き
る
学
習
ス
ペ
ー
ス
や
屋

外
広
場
な
ど
を
視
察
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
で
得
た
知
見
を
、
今
後

の
境
町
の
活
性
化
や
新
た
な
街
づ
く
り

に
生
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

常
陸
太
田
市 

官
民
連
携
複
合
施
設

説
明
会
及
び
内
覧
会

【
４
月
】

６
日　
町
立
中
学
校
入
学
式

７
日　
町
立
小
学
校
入
学
式

８
日　
境
町
区
長
会
総
会

22
日　

�

市
町
村
長
・
市
町
村
議
会
議
長

会
議

24
日　
議
会
運
営
委
員
会

24
日　

�

境
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設

検
討
委
員
会
先
進
地
施
設
視
察

27
日　
全
員
協
議
会

27
日　
第
１
回
臨
時
会

29
日　
昭
和
１
０
０
年
記
念
式
典

【
５
月
】

８
日　

�

大
韓
民
国
保
寧
市
と
友
好
都
市

協
定
式

12
日　
議
会
運
営
委
員
会

14
日　
町
立
中
学
校
運
動
会

18
日　
境
町
観
光
協
会
理
事
会・総
会

18
日　
茨
城
県
町
村
議
会
議
長
会
定
例
会

22
日　

�

在
日
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
共
和
国
大

使
館
ナ
シ
ョ
ナ
ル
デ
ー

25
日　
町
立
小
学
校
運
動
会

【
４
月
】

13
日	

三
重
県
松
坂
市
議
会

15
日	

東
京
都
羽
村
市
議
会

27
日	

兵
庫
県
三
田
市
議
会

【
５
月
】

11
日	

秋
田
県
議
会　
会
派
み
ら
い

12
日	

香
川
県
観
音
寺
市
議
会

	

沖
縄
県
名
護
市
議
会

	

青
森
県
む
つ
市
議
会

13
日	

長
崎
県
長
与
町
議
会

	

愛
媛
県
今
治
市
議
会

22
日	

群
馬
県
板
倉
町
議
会

26
日	

滋
賀
県
栗
東
市
議
会

27
日	

兵
庫
県
赤
穂
市
議
会

【
６
月
】

15
日	

宮
城
県
丸
森
町
議
会

25
日	

山
梨
県
道
志
村
議
会

26
日	

茨
城
県
土
浦
市
議
会

30
日	

千
葉
県
東
庄
町
議
会

議
会
日
誌

各
議
会　

視
察
受
入
状
況

26
日　
町
村
議
会
議
長
・
副
議
長
研
修
会

27
日　

�

全
国
町
村
議
会
議
長
会
都
道
府

県
会
長
会

【
６
月
】

１
日　
一
般
質
問
通
告

１
日　
議
会
運
営
委
員
会

８
日　
第
２
回
定
例
会
（
開
会
）

９
日　
一
般
質
問

９
日　
全
員
協
議
会

10
日　
常
任
委
員
会

10
日　
広
報
編
集
委
員
会

11
日　
定
例
会
（
閉
会
）

11
日　
特
殊
詐
欺
対
策
勉
強
会

15
日　

�

境
町
地
域
産
業
研
究
開
発
拠
点

施
設
Ｓ
‐
Ｌ
ａ
ｂ
４
ｔ
ｈ
受
託

製
造
部
門
新
設
落
成
式

21
日　
二
市
一
町
合
同
水
防
演
習

23
日　

�

常
陸
太
田
市
官
民
連
携
複
合
施
設

説
明
会
及
び
内
覧
会

※�

そ
の
他
、
自
治
体
議
会
議
員
行
政
視

察
、
各
種
団
体
の
会
議
等
、
代
表
者

出
席
あ
り
ま
す
。
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町
議
会
は
６
月
11
日
、
町
役
場
５
階
委
員
会
室
に
て
、
茨
城
県
境
警
察
署　

大
﨑

副
署
長
を
講
師
に
招
き
、
「
特
殊
詐
欺
対
策
勉
強
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

近
年
、
巧
妙
化
す
る
特
殊
詐
欺
か
ら
町
民
の
皆
さ
ま
の
財
産
を
守
る
た
め
、
全
議

員
が
最
新
の
犯
罪
手
口
や
発
生
状
況
、
具
体
的
な
犯
罪
対
策
に
つ
い
て
熱
心
に
学
び

ま
し
た
。

　

身
に
覚
え
の
な
い
不
審
な
電
話
や
メ
ー
ル
が
あ
っ
た
際
は
、
決
し
て
一
人
で
悩
ま

ず
、
す
ぐ
に
家
族
や
警
察
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

町
議
会
は
こ
れ
か
ら
も
、
警
察
や
行
政
と
緊
密
に
連
携
し
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
安
全
な
境
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

近
年
頻
発
す
る
特
殊
詐
欺
か
ら
町
民
を
守
る
「
特
殊
詐
欺
対
策
勉
強
会
」

委員長  青木　輝明　　副委員長  染谷　直人　　委　員   岩﨑　　博　　委　員   間瀬　宏宣 
編集発行：茨城県境町議会広報編集委員会
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警察の相談ダイヤル
【県民安心センター総合相談】
・犯罪等による被害の未然防止に関する相談

全国どこにいても発信地域の警察本部相談窓口へ
ダイレクトに繋がる
電話番号♯（シャープ）９１１０
（携帯電話からも御利用できます。）
または
電話番号　０２９－３０１－９１１０
受付時間　９時00分～17時00分（祝日・年末年始を除く月曜日～金曜日）

警視庁 推奨アプリ


